
焼結アルミナセラミックスの
ラマンマッピング像

散乱光強度は、レーザーの入射方向、
偏光方向に対する結晶のc軸の向きに応じて変化する

A

B
C

D E

F

G
H

40µm

A

B
C

D E

F

G
H

A

B
C

D E

F

G
H

40µm

x

y

z レーザーの入射方向

偏光方向

θ

φ0

結晶のc軸

φExp

x

y

z レーザーの入射方向

偏光方向

θ

φ0

結晶のc軸

φExp

技術概要
　ラマン散乱分光法とマッピング技術を用い
て、複雑な無機結晶構造解析を可能としました。
本手法は非晶質物質にも適用可能です。１スペ
クトル当りの測定時間は数秒であり、非破壊・
短時間分析です。

背景・従来技術
　ラマン散乱現象は分子および結晶のフォノン
エネルギーを高精度に検出する手法であり、
レーザー光源の普及により材料分析に広く応用
されています。我々の研究室では、多結晶セラ
ミックス材料の配向分布を高精度に検出するこ
とに成功し、透光性セラミックスの特性評価に
貢献することができました。

特徴
　グリーンレーザーを励起源として用いている
ため、光学顕微鏡、集光レンズ、ピエゾステー
ジを用いて微細な部位の構造をマッピングしな
がら分析（空間分解能～ 2μｍ）が可能となっ
ています。そして、多結晶セラミックスの結晶
方位分析、半導体材料の電子輸送特性解析、太
陽電池材料の構造解析などの成果を上げています。

実用化イメージ
　ミクロンオーダーの材料組織をマッピング検
査することができます。見た目は同じでも、構
造・組織の異なる原料を調べる方法として有用
です。装置や原理の詳細は解説いたします。材
料開発の一助として活用してください。
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・光機能性材料の開発
・透明導電膜の液相合成
・プラズモン増感型太陽電池の開発
・高効率ナノ結晶材料の開発
・フォトン変換材料の開発
・非線形光学ガラスの開発

・顕微ラマン分光装置
・蛍光分析装置
・紫外可視近赤外分光計
・超短パルスレーザー
・波長可変可視色素レーザー
・表面界面分光測定装置

共同研究を希望するテーマ利用可能な設備・装置

　早川知克研究室では、非晶質・ナノ結晶をキーワードに光機能性材料の研究を行っております。白
色LED用蛍光体、フォトン変換ナノ材料の開発を通じて低炭素・省エネ社会の実現を目指します。
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